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令和３年度第４回光市行政改革市民会議【要旨】 
 

 

 開催日時 令和４年３月２２日（火） 

１ ３ 時 １ ５ 分 ～ １ ４ 時 ３ ０ 分 

 開催場所 市役所３階 大会議室１号、２号 

 

 

１ 市長あいさつ 

  本日はお忙しい中ご出席いただきありがとうございました。 

  本市をはじめ、県内各市町において新型コロナウイルス感染症は一定の歯止めがかか

っているものの、依然一定数の感染者が発生している状況であります。 

 本市では光市医師会の全面的なご協力のもと、計画的に３回目のワクチン接種を行う

と同時に、５歳から１１歳の子ども達にもワクチン接種を呼び掛けているところであり

ます。 

  さて、本日皆様にご意見をいただくのは、「光市行財政構造改革推進プラン」と「光市

公共施設等総合管理計画」であります。この２つの計画は、私たちが「ゆたかな社会」を

実現するために非常に重要な計画であります。誤解を恐れずに申し上げると、「光市行財

政構造改革推進プラン」は「歳入を伸ばすと同時に歳出を削減し、残った果実を市民満足

度向上のために充てる。」、そして「光市公共施設等総合管理計画」は「現在の人口減少社

会に見合った公共施設の量の最適化を図り、主に歳出を減らす。」という目的を持った重

要な計画であります。 

私たちは「ゆたかな社会」を目指すと申しておりますが、そのためには、その方向性を

誤ってはなりません。鳥の目を持って真っ直ぐ方向性を見据え、虫の目を持って地道に計

画を実行していくことこそが、「ゆたかな社会」へ一歩二歩と近づいていくことにつなが

ります。 

皆様におかれましては、どうか忌憚のないご意見をいただければと思います。ありがと

うございました。 

 

２ 議題 

（１）光市行財政構造改革推進プラン（案）について 

事務局が報告した後、各委員からご意見、ご提言を受けるとともに、意見交換を行いま

した。 

 

（委員意見及び事務局回答要旨） 

 【委員】 

個人的な要望ですが、光市の図書館の本の充実を図ってほしいと思っています。図書館

をよく利用するのですが、下松市のほうが充実しているため、光市よりも下松市の図書館

をよく利用しています。 
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【事務局】 

令和４年度は、市民満足度向上事業として、例年約 1,000 万円の予算に対し、更に 1,000

万円を上乗せしております。本年度は、電子図書の約 1,000 冊に加え、子ども向けの本も

1,000 冊加え充実を図ることとしています。実際に手に取って読んでいただく図書につい

ても、今後プランの成果等により生み出した財源で充実させていくことは可能かと考え

ています。 

 

（２）光市公共施設等総合管理計画（改訂案）について 

事務局が報告した後、各委員からご意見、ご提言を受けるとともに、意見交換を行いま

した。 

 

（委員意見及び事務局回答要旨） 

【委員】 

公共施設等総合管理計画の 17頁の図は、単純に各市が所有する公共施設の延べ床面積

の合計を市民の数で割ったものを図に落とし込んだものなのでしょうか。それとも、人口

に占める各年齢層の割合等を加味した結果を図に落とし込んだものなのでしょうか。 

【事務局】 

17 頁の図は、各市の人口に対する公共施設の延べ床面積を示しているものでございま

す。15 頁の表が単純に延べ床面積を人口で割ったものを類似団体と比較しているもので

ございます。 

【委員】 

そうだとすれば、類似団体平均が 3.39 ㎡/人で光市は 4.03 ㎡/人であり、平均を上回

るため、平均値に沿うように光市も施設量を縮減していくという意味合いなのでしょう

か。 

【事務局】 

本市の目標は当初床面積の 20％縮減としています。その目標を達成すると結果的に

3.92 ㎡/人ということになります。よって、3.39 ㎡/人を目指しているということではご

ざいません。 

 

（３）光市行財政構造改革推進プランに基づく令和４年度の主な取組について 

事務局が報告した後、各委員からご意見、ご提言を受けるとともに、意見交換を行いま

した。 

 

（委員意見及び事務局回答要旨） 

【委員】 

民間提案制度ではどのような内容が求められているのでしょうか。 

【事務局】 

民間事業者の方は市にないノウハウを持っていると思いますので、公共サービスや公
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共施設の有効活用等に関して提案をいただけることを期待しています。例えば、先の会議

でもご提案いただきましたが、気軽に使えるキャンプ場や今ある公共施設や使用されて

いない土地等について、民間の視点から提案をいただきたいと考えています。 

【委員】 

現在のアウトドアブームもあることから虹ケ浜を整備されたら良いと思います。昨年

虹ケ浜でウエディングのイベントをさせていただいたのですが、大変好評だったため、今

年も実施したいと考えています。また、なぎさ公園を使ってお茶が飲めるような企画も考

えているのですが、どこに提案の相談をしたら良いのでしょうか。 

【事務局】 

民間提案制度は現在制度設計中ですので、具体的な内容についてはお答えできる段階

ではございません。しかし、他市の事例を参考にしますと、まず、行政経営室が窓口とな

り事前相談を受け付け、内容に関係する所管課を交え実現可能性も含め検討し、その後最

終的な提案をしていただくという流れが一般的であろうかと思います。今後、さらに先行

事例を研究しながら、よりよい制度設計をしていきたいと思います。 

 【事務局】 

公有財産を使って何かをする場合、民間提案制度という仕組みではなく、今ある制度を

活用して実現できる可能性もございますので、委員のイメージされていることを相談で

きそうな部署ご存じでしたらそちらに相談していただくこともいいのではと思います。 

 【委員】 

行財政構造改革推進プランの 48 頁記載の「街路照明や街路樹の適正化」ですが、子ど

もたちが暗くて怖がっている道路に照明をつけていただきたいのですが。 

 【事務局】 

今のお話ですと、自治会に対し防犯灯の設置を要望していただくとスピード感を持っ

て解決ができるのではと思います。 

 【事務局】 

補足ですが、プラン記載の街路照明とは、国道沿いに設置している金属製のポールに設

置している照明のことを申し上げております。これらは、老朽化が進み、倒壊の危険性等

があるため、計画的に撤去していく必要があります。地域の防犯灯については、担当が申

したように、要望をいただいておりますが、自治会経由になるかもしれませんが、不足す

る場所については、調査の上対応させていただくようになると思います。 

【委員】 

街路照明は、以前は地域の商店等がスポンサーとなって費用を払っていたと思うので

すが、現在は費用を払っている商店等は減少しているのではないかと思っています。そこ

で、大手企業に対して費用の増額を求めているのでしょうか。 

 【事務局】 

地域の商店等からの寄付を街路照明に充てさせていただいており、その寄付が減少し

ているということは把握しております。しかし、大手企業に対し負担の増加を求めている

かまでは把握しておりませんので、後日回答させていただきます。 
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 【委員】 

年度当初にも申し上げましたが、やはり、今の光市には一点目として「若者が住みたく

なる街」にすること、二点目として「市の女性職員の活躍」が重要だと考えています。一

点目に関して、子育て支援の充実や医療費の無償化等の既存事業もありますが、実現可能

性は別にして、光市に転入すると家賃を安くするといったダイナミックな事業を打ち出

す必要もあるのではと考えています。また、二点目に関して、日本全体で依然として女性

の活躍は進んでいないと思っています。そこで、光市が先頭に立って、職員や管理職の数

を増やすために企画部門が中心となって施策を考えていくべきではないかと考えていま

す。 

【事務局】 

今担当からは、プランに基づく事業として主なものを紹介いたしました。この他にも

「市民満足度向上事業」として、若者も含め「まちの「光」認識・発見事業」として直木

賞作家の角田さんをお招きして行うイベントや、昨年大和商工会議所が実施しかなり好

評だったお弁当販売等を支援するために、商工会議所や商工会等を対象に１団体当たり

100 万円を 30 団体合計 3,000 万円交付し、各団体によるまちの活性化につながる事業が

展開されます。また、２年連続中止となっている光まつりには、予算を 100 万円上乗せし

ております。実際の運営は市民の皆様のお力で行っていただくことになりますが、是非皆

様のお力もお借りしながらまちを活性化していきたいと思っております。その他にも、

「電子図書の充実」や「ひかり夢給食提供事業」、また３回目となる「コロナ克福商品券

発行事業」等実施して参ります。多くの市民に満足いただけるような事業を実施し、今後

も一人でも多くの市民の満足度が向上できるような施策を展開して参ります。 

 【事務局】 

今年は、本市のまちづくりの指針となる「第３次光市総合計画」を策定したという意味

で節目の年になります。この計画には、安心安全、子育てや教育、デジタル化やシティプ

ロモーション等今後私どもが実行すべき重点的な内容を示しております。それらを行う

には、財源の確保や行政事務のあり方等を変えていかなければなりませんが、その指針は

「行財政構造改革推進プラン」に記しております。この二つの計画を両輪として、今後

様々な施策を展開してきます。今次長が申し上げた事業はその第一段となります。 

女性活躍や人材育成についてですが、行財政構造改革推進プランに、非常に大きなウエ

イトをもって取組を記載しております。プランでは、行政の仕組ややり方を変えていく上

で女性の視点を取り入れることはもとより、職員自身も新しい発想が持てるようになっ

ていかなければならないという思いを込めており、私どもが非常にそれらを重要視して

いるとご理解していただければと思います。 

 

３ その他 

 事務局から、次年度の予定ついて事務連絡がありました。 

 


